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た
。被
害
額
も
４
億
３
９
８
５
万

円
と
前
年
よ
り
約
１
億
５
千
万
円

増
加
。架
空
請
求
詐
欺
や
還
付
金

詐
欺
の
増
加
が
著
し
く
、新
型
コ

　

警
察
や
市
役
所
か
ら
の
情
報
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に

目
や
耳
に
し
、こ
れ
だ
け
有
名
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
特
殊
詐
欺
被
害
は
減
ら
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ん
は
、「
自

分
は
絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
」と

過
信
し
て
い
ま
せ
ん
か
。特
殊
詐

欺
の
対
策
は
、被
害
に
遭
う
可
能

性
が
あ
る
本
人
が
し
っ
か
り
と
意

識
を
持
っ
て
、冷
静
に
対
処
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。日
頃
か
ら「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」と
い
う
意
識

を
捨
て
て
、「
も
し
か
し
た
ら
引
っ

掛
か
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
、必
ず
誰
か
に
相
談
し
よ
う
」と

い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

犯
人
が
電
話
や
ハ
ガ
キ
、メ
ー

ル
な
ど
で
、家
族
や
公
共
機
関
の

職
員
を
名
乗
っ
て
被
害
者
を
信

じ
込
ま
せ
、現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
、医

療
費
の
還
付
金
が
受
け
取
れ
る
な

ど
と
言
っ
て
A
T
M
を
操
作
さ

せ
、犯
人
の
口
座
に
送
金
さ
せ
た

り
す
る
犯
罪
の
総
称
で
す
。

　

令
和
３
年
中
の
全
国
の
特
殊

詐
欺
被
害
状
況
は
、被
害
件
数

１
万
４
４
９
８
件
、被
害
金
額
約

２
８
１
億
９
９
４
６
万
円
に
の
ぼ

り
ま
す
。こ
の
う
ち
、県
内
の
被
害

件
数
は
２
８
０
件
で
、４
年
ぶ
り

に
前
年
か
ら
増
加
に
転
じ
ま
し

「
わ
た
し
は
大
丈
夫
」っ
て

　

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

特
殊
詐
欺
と
は

最
近
の
被
害
状
況

令和３年
県内特殊詐欺被害金額

4億3985万円

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
背
景
に
対
面

せ
ず
に
だ
ま
し
取
る「
非
接
触
型
」

詐
欺
が
増
え
て
全
体
を
押
し
上
げ

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
者
は
高
齢
者

の
女
性
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。令
和
３
年
中
に
全
国
で
特
殊

詐
欺
の
被
害
に
遭
っ
た
人
の
う

ち
、88
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
が
65
歳
以

上
、68
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
が
女
性
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。　

　

高
齢
者
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

本
人
の
注
意
だ
け
で
な
く
、周
囲

の
働
き
掛
け
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、本
人
が
行
動
を
起
こ
す
前

に
家
族
や
専
用
窓
口
へ
す
ぐ
に
相

談
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

高
齢
者
被
害
が
多
い
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電話を利用して、息子や孫、警察官、弁護士
などを装い、親族が起こした事件・事故に対
する示談金などを名目にお金をだまし取る
手口です

▶電話でお金を要求されたら詐欺です
▶電話番号が変わったと言われたら、前の　
　番号や勤務先に連絡して確認する
▶家族しか知らないことを聞いてみる

警察官や銀行職員などを装い、「キャッシュ
カードが悪用されている」などと言って、
キャッシュカードや通帳などをだまし取る
手口です

▶警察官や銀行職員が通帳などを預かった
　り、回収したりすることはありません
▶キャッシュカードは他人に預けない
▶暗証番号を教えない

メールなどを利用して、インターネットの
有料サイト事業者を装い、利用料金が未払
いであるなどと言って、お金を振り込ませ
たりする手口です

▶請求メールは無視する
▶焦ってすぐ電話や振り込みをしない
▶相手には絶対に個人情報を教えない、相手
　の言うことには従わない

電話を利用して、市役所や社会保険事務所
などを装い、「医療費の還付金がある」など
と言い、ATMへ誘導して、お金を振り込ま
せる手口です

▶ATMの操作で還付金が返還されることは
　絶対にありません
▶「携帯電話を持ってATMへ」と言われたら
　詐欺です

警察官や銀行職員などを装い、「キャッシュ
カードが不正利用されている」などとだま
し、隙を見てキャッシュカードをすり替え
盗む手口です

▶警察官や銀行職員が訪問してきて、暗証番
　号を聞いたり、キャッシュカードを封筒に
　入れて保管するように言ったら詐欺です
▶そのような電話や訪問があったら通報を

!?
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あ
ら
か
じ
め「
A
T
M
利
用
限

度
額
」を
引
き
下
げ
て
お
く
こ
と

で
、万
が
一
特
殊
詐
欺
に
あ
っ
て

も
被
害
を
最
小
限
に
で
き
ま
す
。

　

犯
人
は
次
々
に
新
し
い
手
口
を

考
え
て
き
ま
す
。特
殊
詐
欺
だ
と

気
づ
け
る
よ
う
、常
に
新
し
い
情

報
を
収
集
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　

お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

要
求
す
る
電
話
、身
に
覚
え
の
な

い
電
話
な
ど
不
審
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
、慌
て
ず
に
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
、家
族
や
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
宅
に
い
る
と
き
で
も
常
に
留

守
番
電
話
に
設
定
し
、知
ら
な
い

相
手
か
ら
の
電
話
は
無
視
し
ま

し
ょ
う
。

　　

家
族
や
親
し
い
知
人
な
ど
の
電

話
番
号
を
電
話
帳
に
登
録
し
、登

録
番
号
以
外
は
着
信
拒
否
す
る
な

ど
し
て
、知
ら
な
い
電
話
に
は
出

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

被
害
者
の
多
く
は
、電
話
帳
に

個
人
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
帳
か
ら
の
個
人
名
削
除
が
特

殊
詐
欺
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。 詐

欺
撃
退
の

心
得

■
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座

　
　

受
講
者
の
声

　

最
近
、し
つ
こ
く
物
品
購
入
の

勧
誘
電
話
が
あ
り
、自
宅
へ
も
訪

問
さ
れ
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

講
話
を
聞
い
て
、知
ら
な
い
相

手
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
、怪

し
い
相
手
に
は
う
や
む
や
な
返
事

を
せ
ず
に
は
っ
き
り
断
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
の
心
構
え
が
大
切
だ
と

身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、悪
質
商
法
、契
約
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
相
談
や
苦
情
に
対

し
、専
門
の
相
談
員
が
問
題
解
決

の
た
め
の
助
言
や
情
報
提
供
を
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
2
8
1
件
の

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。相
談
の
内
容
は
、

「
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
届
い

た
」「
お
試
し
、無
料
と
の
広
告
を

見
て
注
文
し
た
と
こ
ろ
、定
期
購

入
だ
っ
た
」「
光
回
線
か
ら
ア
ナ
ロ

グ
回
線
に
戻
す
契
約
の
は
ず
が
サ

ポ
ー
ト
契
約
に
な
っ
て
い
た
」な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
お
か
し
い
な
」「
困
っ
た
な
」と

思
っ
た
ら
、一
人
で
悩
ま
ず
に
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

市
は
、地
域
の
集
会
な
ど
に
出

向
き
、消
費
生
活
に
関
す
る
出
前

◎
悩
ま
ず
に
相
談
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い　
　
　
　
　

市
の
相
談
窓
口
・
出
前
講
座

◎
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
に
は
、正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

事
前
に
特
殊
詐
欺
な
ど
の
情
報
や

手
口
が
分
か
っ
て
い
れ
ば「
あ
、こ

れ
は
詐
欺
だ
」と
冷
静
な
判
断
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。講
師
派
遣

料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、ぜ
ひ

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、出
前

講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

市
消
費
生
活

相
談
窓
口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７
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特
殊
詐
欺
電
話
撃
退
装
置

 

購
入
費
の
補
助
制
度

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、犯
人
か
ら
の
電
話
を

直
接
受
け
な
い
環
境
を
つ
く
る
固

定
電
話
対
策
が
有
効
で
す
。

　

宮
城
県
警
察
で
は
、特
殊
詐
欺

被
害
防
止
の
た
め
、固
定
電
話
機

に
接
続
す
る「
特
殊
詐
欺
電
話
撃

退
装
置
等
」を
購
入
し
た
人
に
、購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

電
話
機
の
呼
び
出
し

音
が
鳴
る
前
に
、電
話
の
相
手
に

「
通
話
内
容
を
録
音
し
ま
す
」な
ど

の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
機
能

と
通
話
内
容
を
自
動
で
録
音
す
る

機
能
を
有
す
る「
特
殊
詐
欺
電
話

撃
退
装
置
」ま
た
は「
迷
惑
電
話
防

止
機
能
付
き
電
話
機
」

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で
、新

品
の
機
器
に
限
り
ま
す

※
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
・
設
置
し
た
も
の
、こ
れ
か
ら
購

入
す
る
も
の
が
対
象
で
す

県
内
在
住
で
申
請

年
度
内
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の

人
の
い
る
世
帯
、自
治
体
ま
た
は

警
察
か
ら
現
に
撃
退
装
置
の
貸
し

出
し
を
受
け
て
い
な
い
世
帯
、過

去
に
本
事
業
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人
な
ど

機
器
購
入
費
の
２
分

の
１
の
額（
１
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）、上
限
額
＝
７
千
円

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

な
り
ま
す　

申
請
方
法
な
ど
は
、

宮
城
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
、最
寄
り
の
警
察
署
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

登
米
警
察
署
、

佐
沼
警
察
署
で
は
、購
入
か
ら
申

請
ま
で
の
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。購
入
前
に
相
談
く
だ
さ
い

登
米
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
0
2
2
0（
5
2
）２
１
２
１

佐
沼
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
0
2
2
0（
２
２
）２
１
２
１
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人
事

往
来

　

市
畜
産
共
進
会
は
５
月
20
日
、

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
南
方

農
畜
産
物
集
出
荷
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、地
域
の
家
畜
改
良

意
欲
の
高
揚
、飼
養
管
理
技
術
の

向
上
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。今
年
は
、第
12
回
全
共
鹿
児

島
大
会
の
最
終
選
考
会
を
兼
ね
た

県
共
進
会
へ
の
地
区
代
表
牛
の
選

抜
に
延
べ
36
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、特
別
区
の
出
品
候
補
に

選
ば
れ
て
い
る
登
米
総
合
産
業
高

校
の
出
品
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

【
若
雌
の
１
】＝
え
り
な
号
／
小
野

寺
正
人（
迫
町
）、い
わ
じ
号
／
伊

藤
博
幸（
迫
町
）、ろ
ぉ
ど
す
た
ぁ

号
／
猪
又
樹（
東
和
町
）【
若
雌
の

２
】＝
み
き
お
号
／
守
屋
和
典（
迫

町
）、ま
ひ
る
号
／
チ
バ
ズ
フ
ァ
ー

ム（
迫
町
）、ま
り
ひ
ろ
な
み
号
／

高
橋
徹（
南
方
町
）【
繁
殖
雌
牛
群
】

＝
ゆ
り
ひ
ろ
号
／
伊
藤
博
幸（
迫

町
）、ふ
く
号
／
高
橋
亨（
米
山

町
）、さ
い
ぜ
ん
れ
つ
号
／
小
野
寺

正
人（
迫
町
）、か
な
の
こ
号
／
チ

バ
ズ
フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）【
総
合
評

価
群（
種
牛
）】＝
ひ
ろ
い
と
な
み

号
／
佐
々
木
瑞
生（
豊
里
町
）、み

き
お
号
／
守
屋
和
典（
迫
町
）、ゆ

り
２
号
／
高
﨑
大
喜（
米
山
町
）、

ひ
ろ
さ
ち
号
／
カ
ブ
キ
フ
ァ
ー
ム

（
豊
里
町
）、ま
ひ
る
号
／
チ
バ
ズ

フ
ァ
ー
ム（
迫
町
）、ま
り
ひ
ろ
な

み
号
／
高
橋
徹（
南
方
町
）

参
考
出
品【
特
別
区
】＝
さ
く
ら
ば

23
号
／
登
米
総
合
産
業
高
校

※
県
共
進
会
は
無
観
客
開
催
で
す

▼
産
業
経
済
部
農

政
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▼
県
畜
産
協
会

☎
０
２
２（
２
９
８
）８
４
７
３
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「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）」の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。新
し
い
保
険
証
は
７

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。現
在
使

用
し
て
い
る
保
険
証
は
、有
効
期

限
が
過
ぎ
た
ら
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、70
か
ら
74
歳
ま
で
の
被

保
険
者
に
は
、高
齢
受
給
者
証
と

保
険
証
を
一
体
化
し
た「
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」を
送
付

し
ま
す
。

　

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
離
脱
を

し
た
人
は
、最
寄
り
の
総
合
支
所

で
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。手
続
き
に
必
要
な
書
類

や
不
明
な
点
は
、事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。市

民
生
活
部
国
保

年
金
課（
保
険
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　　
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証（
保
険
証
）」の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。新
し
い
保
険
証
は

ピ
ン
ク
色
で
、７
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

　

な
お
、10
月
１
日
か
ら
、一
定
以

上
の
所
得
の
あ
る
世
帯
の
被
保
険

者
は
、窓
口
負
担
割
合
３
割
の
人

を
除
き
、医
療
費
の
窓
口
負
担
割

合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
の
見
直
し
に
伴
い
、保
険

証
は
全
て
の
人
に
、７
月
と
９
月

の
２
回
送
付
し
ま
す
。７
月
に
送

付
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
９

月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。10
月

１
日
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
９

月
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
は
、有
効
期
限

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
２
割
負
担
の
対
象
と

な
る
の
は
、住
民
税
課
税
所
得

が
28
万
円
以
上
で
、「
年
金
収
入

と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」が

２
０
０
万
円
以
上
の
人
で
す
。世

帯
に
被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る

場
合
は
、被
保
険
者
全
員
の「
年
金

収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」の
合
計
が
３
２
０
万
円
以
上

の
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。　

県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
保
険

給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

※１

※２

※１ 変更対象となる人は、後期高齢者医療の被保
　　者険全体のうち約20パーセントです
※２ 住民税非課税世帯の人は基本的に１割負担

　市中学校総合体育大会駅伝競
走が、市内で３年ぶりに開催され
ます。コースは中田総合体育館
（なかだアリーナ）の東側を起点
に小島方面（浅水）を周回します。
　開催日は、コース周辺を交通規
制します。通行の際は、現場の係
員の指示に従ってください。ご協
力をお願いします。

７月７日（木）
９時～12時30分
市中学校体育連盟

駅伝専門部（豊里小中学校内）
☎0225（76）2039



09 2022.7

　

市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
集
会
な
ど
に
市
職
員
が
出
向

き
、市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

お
お
む
ね
15
人
以
上
の
参

加
が
見
込
ま
れ
る
市
内
の
団
体
ま

た
は
サ
ー
ク
ル

※
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、営
利

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
を
除
く

年
末
年
始
を
除
く
日

の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
９
時

ま
で
。実
施
時
間
は
30
〜
90
分
と

し
ま
す

申
込
団
体
で
会
場
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。費
用
が
発
生
す

る
場
合
は
、申
込
者
負
担
と
な
り

ま
す
。市
の
施
設
を
使
用
す
る
場

合
は
無
料
で
す申

込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、開
催
希
望
日
の
２
週

　市では現在、市民の誰もが利用しやすい、学びと交流の
拠点施設として、新たな図書館の整備に向けた検討を進め
ています。
　本年度は、新たな図書館の目指す姿を整理することにし
ています。それに先立ち市民の皆さんの図書館に対する
期待や要望などを把握するためのアンケート調査を実施し
ます。

市内在住の中学生以上の人
７月15日（金）
次のいずれかで回答してください

▶次のＵＲＬまたはＱＲコードから回答フォームへアクセスし
て回答してください
https://forms.gle/1bAWQ
r9z7Ae8moBT7

▶各総合支所に備え付けのアンケート用紙に記入し、支所
内に設置した回収箱に投函してください　

　

市
内
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
、市
内
参
加
企
業
に
よ
る
会
社

概
要
説
明
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ

る
職
業
相
談
を
実
施
し
、就
職
希

望
者
の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

７
月
７
日（
木
）

第
一
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午　

第
二
部
＝
午
後
２
時
〜
４
時

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

▼
高
校
生
、短
大

生
、高
専
生
、大
学
生
、大
学
院
生
、

専
修
学
校
生
▼
一
般
求
職
者
▼
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
▼
学
生

の
保
護
者

無
料

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
企
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。申
込
書
は
、ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
迫
庁
舎

２
階
）に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

教育委員会教育部生涯学習課（生涯学習推進係）
☎０２２０（３４）２６９８
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ともに登米市を支える仲間を募集します

☎

☎

☎

▶

▶
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■
　上沼診療所は、昭和26年に宮城県厚生農業協同
組合連合会が開設して以降、中田町上沼地区を中
心に、周辺住民のかかりつけ医として医療を提供
しています。
　診療所での外来診療を基礎とし、寝たきりなど
で通院が困難な人を支えるための訪問診療や、学
校医、企業の産業医、市内２カ所の特別養護老人
ホーム入所者の健康を管理する施設の嘱託医とし
ての役割も担っています。禁煙外来や夜間外来の
開設、各種予防接種の実施などによる疾病予防に
も力を入れています。また、各種医療・福祉施設な
どと連携し地域包括ケアシステム（※）の充実にも
協力しています。 上沼診療所　☎0220（34）2120

　上沼診療所では、特別養護老人ホームの「みろく
苑」と「迫風園」の嘱託医として、それぞれ週１回ず
つ訪問して入所者の診察を行っています。
　特別養護老人ホーム入所者の診療は、毎週決
まった曜日に各施設を訪問し、入所者への問診や
診察、施設職員からの報告などにより、健康状態を
確認しながら、必要に応じて薬剤処方や医療処置
をします。診察の結果、その場で処置が困難な場合
は、近隣医療機関に紹介します。
　また、定期訪問日でない場合も、緊急時は常時電
話診察や往診に対応し、病院への受診や救急搬送
の要否を指示する場合もあります。
　市では、登米市医師会の会員（市病院事業勤務医

を含む）が、市内16 の（特別）養護老人ホームの嘱
託医として、入所者の健康管理を担っています。

特別養護老人ホームの嘱託医
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊊

㊊

㊋

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

熱
中
症
は
、高
温
多
湿
な
環
境

に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、体
温
調

節
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な

り
、体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、暑
さ
を
感
じ
に
く

い
上
に
、体
温
調
節
機
能
の
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
発
汗
と

血
液
循
環
が
低
下
し
、若
い
頃
に

比
べ
体
内
の
水
分
量
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
た
め
、特
に
注
意
が

必
要
で
す
。ま
た
、喉
の
渇
き
に
対

す
る
感
覚
が
鈍
く
な
る
た
め
、水

分
不
足
に
な
り
や
す
く
、気
づ
か

な
い
う
ち
に
熱
中
症
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、喉

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、小
ま

め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
も
、日
頃

か
ら
注
意
し
、積
極
的
な
声
掛
け

を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
介

護
の
相
談
窓
口
で
す
。心
配
な
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
住
い
の
地

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、地
域
や
職
場
で
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、寄
り
添

い
、支
え
合
え
る
よ
う
に
応
援
す

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
５
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

東
和
総
合
支
所

６
月
27
日（
月
）

※
定
員
20
人（
先
着
順
）

東
和
・
登
米
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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　市は、不妊治療のうち、県が指定する医療機関で行
われた特定不妊治療に要した費用の一部を助成して
います。

❶県の不妊に悩む人への特定治療支援事業の助成を
受けていること
❷治療の受療日以前において、夫婦または夫婦のいず
れか一方が１年以上市内に住んでいること
❸他の市町村において、特定不妊治療の助成を受けて
いないこと

県事業の助成金を差し引いた額から10万円を限度に
助成します

❶助成金交付申請書
❷県事業の交付決定通知書の写し
❸受診等証明書の写し
❹治療を受けた医療機関から発行された領収書の写し
❺住民票（住民基本台帳の事項について照会・確認の
同意を得られる場合は不要）

・令和３年度に県事業の交付決定を受けた場合はその
通知日から６カ月以内
・令和４年度に県事業の交付決定を受けた場合は令和
５年３月31日まで

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎ 0220（58）2116

Good health is a great blessing

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。福

祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬

物
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

の
家
族

７
月
６
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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選手を代表し、東和中ソフトテニス部主将の関涼真さんと猪股
愛依莉さんが力強く宣誓しました。

　「第70回飯塚杯争奪登米市中学校ソフトテニス大会」
（市東和地区体育協会主催、岩淵正

まさ

宏
ひ ろ

会長）は５月３日、
東和町総合運動公園テニスコートで開かれ、市内９校
から154人が出場。中総体の前哨戦となる大会とあっ
て、選手たちは熱い戦いを繰り広げました。
　同大会は1953（昭和28）年、テニスの普及・拡大と、ス
ポーツを通して青少年の健全な育成を図ることを目的
に始まり、今年で実に70回目を迎えました。大会事務局
は、「多くの人たちの努力により築き上げられてきた伝
統ある大会。これからも地域や学校と一緒になって盛
り上げ、継承していきたい」と話しました。

一面に色鮮やかに咲いたチューリップ。家族連れなど多くの観
光客が、花畑と青空のコントラストを堪能しました。

　「道の駅米山チューリップ観覧」が４月24日から５月
８日まで、道の駅米山西隣の圃

ほ

場で開かれました。
　地域の恒例となっているチューリップまつりは、新
型コロナウイルスの影響により今年も中止しました
が、３年ぶりに一般開放を再開。総面積約１㌶の圃場で
は60種約10万株のチューリップが満開を迎え、無料観
覧と併せて球根販売も実施。連日県内外から多くの人
が訪れ、色とりどりの花を楽しんでいました。道の駅米
山の山崎準

じゅん

一
い ち

郎
ろ う

駅長は「今年の観覧再開に続き、来年
はチューリップまつりも開催できることを願い、準備
を進めていきたい」と話しました。

この日のために、準備と練習を重ねてきた児童たち。力いっぱい
競技する姿に、会場は大いに盛り上がりました。

　横山小学校最後の運動会となる「横山っ子運動会」が
５月14日、同校（伊藤秀

ひで

樹
き

校長、児童55人）で開かれまし
た。
　運動会では、澄み渡った大空にハトが放たれ歓声が
上がった開会式を皮切りに、児童たちがリレーや綱引
きなどの競技、ダンスや応援に一生懸命な姿を見せま
した。須藤健

けん

吾
ご

さん（６年）は、「横山小学校の最後にふ
さわしい運動会として、全力でやりきれました」と話し
ました。同校は、津山地域学校再編実施計画に基づき令
和４年度末に閉校。令和５年度から柳津小と統合し、
（仮称）津山小学校として新たなスタートを迎えます。



今月のホットライン
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　「高校生絵画展 IN登米市2022」は５月26から29日ま
で、中田生涯学習センターで開かれ、県内15校から応募
のあった72点の作品が展示されました。
　今回で24回目となる同絵画展には、今年も書き手の
思いが込められた感性豊かな力作がそろいました。入
賞した12作品のうち、最高賞である登米大賞は佐々木
柊
しゅう

斗
と

さん＝東北生活文化大学高３年＝が２年連続の
受賞、優秀賞は熊谷佳

か

純
すみ

さん＝富谷高２年＝、佐藤創
つく

瑠
る

さん＝東北生活文化大学高３年＝が選ばれました。最
終日には表彰式が開かれ、参加した入賞者の皆さんに
賞状が手渡されました。

展示会場にはさまざまな年代の人たちが訪れ、高校生たちが描
いたエネルギー溢れる作品の鑑賞を楽しんでいました。

高野区長は、石ﾉ森章太郎ふるさと記念館をはじめ長沼フートピ
ア公園やとよま明治村などを視察しました。

　東京都豊島区の高野之
ゆき

夫
お

区長が５月21日、漫画文化
を生かした友好促進のため、登米市を訪問しました。
　本市と豊島区は、本市出身の漫画家石ﾉ森章太郎先生
が同区の「トキワ荘」に居住し活動していたことを縁と
して交流を開始。同区発祥の桜ソメイヨシノの植樹交
流や同区学校給食への市産米供給、同区役所内レスト
ランでの登米フェアなどを行い友好を深めています。
市内各所を視察した高野区長は、「記念館で再現された
トキワ荘の部屋は素晴らしく、感動した。漫画文化を通
して両者が連携し、今後も結びつきを強めていきたい」
と話しました。

参加者は、植樹方法について説明を聞いた後、くわで穴を掘り、
豊かな森林に育つよう願いを込めながら丁寧に植樹しました。

　「市民参加の新たな森
も り

林づくり・春植樹祭」（市・県主
催）は５月22日、津山町柳津地内で開かれ、横山小学校
みどりの少年団や一般参加者など約150人が参加し、コ
ナラの苗木800本を植樹しました。
　市では、森林資源を次世代へ残すため、毎年春と秋
に、楽しみながらできる森林づくりとして植樹祭を開
いています。植樹した苗木のそばに、入学や結婚などの
記念をしるした標柱を立てる「私の記念植樹」に参加し
た阿部未

み

来
らい

ちゃん（６）＝石巻市＝は「土が固くて穴を
掘るのが大変な場所があったけど、家族みんなで植え
たので楽しかったです」と話しました。
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Young

Monthly Hot Communication

Half Century
Monthly Hot Communication

フォークダンスで知
り合って、温厚で優しい人だと
思ったよ。

結婚してからもフォークダ
ンスを続けて、大会にも出場し
たよ。定年退職してからはたく
さん旅行さ出かけたね。
★

趣味が多くて元気で何事に
も積極的な性格だね。本当に行

動力があるんだよ。
大人しくて心の広い優

しい人。料理もできる自慢の夫
だよ。

二人で仲良くご飯いっ
ぺぇ食べて健康に過ごすことだ
ね。今までは、国内や海外のいろ
んな所に旅行さ行って思い出た
くさん作ったから、これからは
私たちと猫のきなこと３人での
んびり暮らしていきたいね。

　167㌢でいて座です。
　登米村田製作所に勤めています。日常

生活には欠かせない電子機器の部品を製造して
います。入社した時は、勤務体系や業務に慣れず
大変でしたが、上司が優しく仕事を教えてくれて
助かっています。実際に働くことで、学生時代に
は得られなかった経験や知識、業務など新しいこ
とを知れることに日々やりがいを感じています。

　明るくて場を盛り上げる性格だ
と友人に言われますね。

　よくYouTubeを見ます。最近はショウ
ガラゴという猿の動画が大好きです。目が丸くて
大きいかわいい猿でとても癒やされます。

友人と車で遊びや買い物に出かける
ことが多いです。

　明るくてかわいい女性がタイ
プです。芸能人の広瀬すずみたいな人が理想です。

　貯金をしてショウガラ
ゴを飼ってみたいですね。

　今まで18年間お世話に
なった登米市に恩返しをしたいと思っています。
ボランティア活動などに積極的に参加し、登米市
のさらなる発展に少しでも貢献していきたいと
思っています。

これからものんびり思い出づくりを
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Dream
Monthly Hot Communication

2020年11月16日生まれ
中田町・十文字　大樹さんの三女
たくさん笑って、笑顔の似合う人に
なってね。

Monthly Hot Communication

Child

2021年6月28日生まれ
迫町・新田駅前　陽さんの長男
食べるの大好き、好奇心旺盛な亮太
朗。元気もりもりわが家のヒーロー
です。いつもパワーをありがとう。

学ぶ楽しさを伝えたい
　私の将来の夢は、「中学校教師」になることで
す。小学生の時に友達に勉強を教えたことが
きっかけです。自分が伝えた言葉で、友達が分
かってくれるのが嬉しくて、教師という職業に
魅力を感じました。小学校の職業調べでは、中
学校教師は授業だけでなく、部活動でも生徒と
関わることが大切だということを知りました。
　学習面だけでなく、部活動を通しても、生徒
の成長する面を感じられることが、中学校教
師の大きな魅力だと思います。中学に入り、改
めて自分の目標ができました。米山中は、どの
先生も面白く、分かりやすく授業を進めてく
れます。私も同じように、生徒の気持ちを理解
し、温かい言葉で励ましながら、勉強の楽しさ
を教えられる教師を目指したいです。そのた
めに、どんなことにも全力で取り組んでいき
たいです。また、積極的にいろいろなことに挑
戦し、人の成長を支え導くことができる、魅力
ある心豊かな人間になりたいと思います。

❶ ❷ ❸ ❹
❺ ❻ ❼
❽

☎

ちゃん（１歳）くん（11カ月）

天真らんまんな女の子。何事も興味
津々、弟の蓮

れ ん

の面倒も見てくれる優
しいお姉ちゃん。

ちゃん（３歳）

2018年8月3日生まれ
迫町・内町　裕輔さんの長女
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☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

だ
さ
い
。

６
月
９
日（
木
）〜
10

月
2
日（
日
）

※
７
月
27
日（
水
）は
企
画
展
示
室

を
閉
室

大
人
４
０
０
円
、高
校

生
３
０
０
円
、小
・
中
学
生
２
０
０

円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　　

宮
城
県
誕
生
１
５
０
周
年
を
記

念
し
て
、記
念
講
演
お
よ
び
県
警

察
音
楽
隊
記
念
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。

９
月
３
日（
土
）午
後
１
時

〜
３
時
30
分

東
北
大
学
名
誉
教
授
平
川

新あ
ら
た

氏

県
庁
２
階
講
堂

２
０
０
人（
応
募
多
数
の

　　

雙そ
う
り
ゅ
う
し
た
ま
ひ
で

龍
子
玉
英
は
、江
戸
時
代
後

期
、現
在
の
中
田
町
石
森
で
活
躍

し
た
刀
工
で
す
。玉
英
の
子
・
直
光

も
鉄
砲
、刀
剣
製
作
の
技
術
を
修

め
て
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、玉
英
生
誕
２
３
０

年
、直
光
生
誕
２
０
０
年
を
記
念

し
て
、こ
の
雙
龍
子
玉
英
父
子
の

作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。奥

深
い
刀
剣
の
美
の
世
界
を
観
覧
く

場
合
は
抽
選
）７

月
４
日（
月
）か

ら
、宮
城
県
１
５
０
周
年
記
念
特

設
サ
イ
ト
に
募
集
案
内
を
掲
載
し

ま
す

県
企
画
部
企
画
総

務
課　

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
８
７
２

　

迫
公
民
館
青
年
セ
ミ
ナ
ー「
青

年
交
流
in
楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城

（
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
応
援
交
流
）」

を
開
催
し
ま
す
。

９
月
４
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
６
時参

加
者
交
流
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン（
迫
公
民
館
）、プ
ロ

野
球
観
戦（
楽
天
対
日
本
ハ
ム
戦
、

楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
）

20
〜
40
歳
の
男
女

３
千
円

15
人

７
月
１
日（
金
）〜
７

月
29
日（
金
）

迫
公

民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

学
校
法
人
三
幸
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、地

域
に
お
け
る
介
護
人
材
の
育
成
を

目
的
に
、市
内
で
開
催
さ
れ
る
介

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高

等
学
校
登
米
本
校

▼
介
護
過
程
Ⅲ
＝
９

月
29
日（
木
）、10
月
６
日（
木
）、10

月
13
日（
木
）、10
月
20
日（
木
）、10

月
27
日（
木
）▼
医
療
的
ケ
ア
＝
11

月
９
日（
水
）、11
月
10
日（
木
）

７
月
27
日（
水
）

定
価
10
万
９
６
７
０
円

（
初
任
者
研
修
資
格
保
有
の
場
合
）

※
保
有
資
格
に
よ
り
金
額
が
異
な

り
ま
す

※
介
護
職
員
割
引
制
度
有
り

三
幸

福
祉
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
１
２
０（
２
９
４
）３
５
０

　
 

放
送
大
学
で
は
、令
和
４
年
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
自
宅
で
学
べ
る
正
規
の
大
学

で
す
。働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

10
か
ら
90
歳
代
の
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
約
９
万
人
が
学
ん
で
い
ま

す
。心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、

文
学
、情
報
、自
然
科
学
な
ど
、幅

広
い
分
野
を
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。▼
15
歳
以
上
の

人
は
、１
科
目
か
ら
学
習
す
る
選

科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
ま
す
。▼
18
歳
以
上
で

大
学
入
学
資
格
が
あ
る
人
は
、入

学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、４
年
以

上
在
学
し
て
１
２
４
単
位
を
修
得

し
卒
業
す
る
と
、学
士（
教
養
）の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
配
布
し
ま
す
の

で
、気
軽
に
放
送
大
学
宮
城
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

第
１
回
＝
８
月
31
日

（
水
）、第
２
回
＝
９
月
13
日（
火
）

放
送

大
学
宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
２（
２
２
４
）０
６
５
１

　

手
話
と
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
、

楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
）

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人

市
手
話
通
訳
相
談
員
・
ゲ

ス
ト
講
師（
聴
覚
障
害
者
）

20
人
程
度

無
料電

話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
。フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
の

上
、手
話
教
室
受
講
希
望
と
明
記

し
て
く
だ
さ
い７

月
25
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す※
都
合
の
つ
く
回
の
み
の
参
加
で

も
構
い
ま
せ
ん

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
害
福
祉

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

日
本
画
、洋
画
、書
、

写
真
、工
芸
の
５
部
門

自
由県

内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

１
作
品
５
０
０
円（
出

展
は
各
部
門
１
点
）

７
月
１
日（
金
）〜
10

月
31
日（
月
）県

美
術
館
県
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

12
月
１
日（
木
）〜
４

日（
日
）

無
料

各
部
門
専
任
審
査
員
が
審

査
し
ま
す（
表
彰
式
あ
り
）

※
優
秀
作
品
は
、令
和
５
年
度
開

催
予
定
の「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛

顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
」美
術
展

部
門
へ
出
展
し
ま
す

県
社

会
福
祉
協
議
会
い
き
が
い
健
康
課

☎
０
２
２（
２
２
３
）１
１
７
１

　　

市
は
、６
月
30
日（
木
）ま
で
を

期
間
と
し
て
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和

国
に
対
す
る
人
道
支
援
寄
付
金
口

座
を
開
設
し
、寄
付
金
を
受
け
付

け
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、現

在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
踏
ま

え
、口
座
開
設
期
間
を
９
月
30
日

（
金
）ま
で
延
長
し
ま
す
。

総
務
部
市
長
公
室

（
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

■

レジャー用品各種
入荷しました！ ※写真はイメージです。
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

受
け
付
け
）

▼
市
育
英
資
金
、浅
野
兄
妹
奨
学

資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複
応
募

は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資
金
、

浅
野
兄
妹
奨
学
資
金
は
、日
本
学

生
支
援
機
構
な
ど
他
の
機
関
が
運

営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

予
算
の
範
囲
内

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
10
月
開
催
予
定
）

➊
奨
学
生
願
書
➋
学

校
長
推
薦
書
➌
健
康
診
断
書（
任

が
あ
る
場
合
は
収
支
内
訳
書
の
写

し
、給
与
収
入
だ
け
の
場
合
は
源

泉
徴
収
票
の
写
し
で
も
可
）

※
➊
、
➋
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金

相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
、事
前
予
約
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な

い「
予
約
相
談
」を
ぜ
ひ
利
用
く

だ
さ
い
。

全
国
共
通

予
約
専
用
受
付
電
話

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す

※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）を
用

意
し
て
く
だ
さ
い

　

ま
た
、電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
も
、ぜ
ひ
電
話

相
談
を
気
軽
に
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
給
付

に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
な
ど
に
関
す
る
こ

と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　　

市
は
、令
和
５
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
学
生
・
生
徒
を
対

象
に
、奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

表
の
と
お
り

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
全
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
こ
と
▼
市
内
に
在
住

し
、生
計
の
基
礎
が
市
内
に
あ
り
、

心
身
と
も
に
健
康
な
人
▼
終
学
年

の
直
近
の
成
績
が
学
年
評
定
３
・

５
以
上
、ま
た
は
成
績
順
位
が
上

位
50
％
以
内
の
人
▼
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人

大
学
、正
看
護
師
の
資
格

が
取
得
で
き
る
学
校

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、学

資
支
払
い
が
困
難
な
人

７
月
１
日（
金
）〜
９

月
２
日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

意
様
式
。学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）➍
住
民
票
謄
本（
本
籍
記
載
の

も
の
）
➎
令
和
３
年
度
納
税
証
明

書（
世
帯
全
員
分
お
よ
び
連
帯
保

証
人
分
）
➏
令
和
３
年
中
の
世
帯

全
員
の
収
入
が
分
か
る
書
類
＝
所

得
控
除
の
記
載
が
あ
る
所
得
証
明

書（
確
定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税

申
告
書
の
写
し
、事
業
収
入
な
ど

■
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

㊎

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎
㊏

◉

☎

㊊

◉

　【 】
　【 】
　【 】

☎

㊎
㊐

◉

☎

㊏

◉
　【 】
　【 】
　【 】

☎

㊐

◉

☎

　　

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は
、コ

ロ
ナ
禍
で
の
売
上
回
復
や
Ｄ
Ｘ
推

進
な
ど
に
関
す
る
無
料
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。

Z
o
o
m
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

無
料

各
５
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す

▼
20
日（
水
）

午
後
３
時
〜「
お
金
を
か
け
ず
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
！
は
じ
め

て
の
L
I
N
E
公
式
活
用
セ
ミ

ナ
ー
」

▼
22
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

「
バ
イ
ヤ
ー
に
さ
さ
る
F
C
P

シ
ー
ト
作
成
の
コ
ツ
」

▼
22
日（
金
）午
後
３
時
〜「
コ
ロ

ナ
禍
こ
そ
お
客
様
を
フ
ァ
ン
に
せ

よ
！
継
続
リ
ピ
ー
ト
を
獲
得
す
る

W
e
b
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

▼
25
日（
月
）午
後
３
時
〜「
I
T

音
痴
の
初
心
者
で
も
出
来
る
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
集
客
術
」

▼
26
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

「
無
料
の
C
a
n
v
a
で
つ
く
る
・

は
じ
め
て
の
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン
」

▼
27
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

「
令
和
４
年
事
業
再
構
築
補
助
金

の
活
用
方
法
」

▼
28
日（
木
）午
後
３
時
〜「
動
画

制
作
の
基
礎
を
学
ぼ
う
！
動
画
制

作
の
イ
ロ
ハ
」ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点☎
０
２
２（
３
９
３
）８
０
４
４

　　

６
月
23
か
ら
29
日
は
、男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、男

女
が
共
に
支
え
合
い
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。家
庭
や
職
場
、地
域
、学

校
な
ど
で
男
女
が
お
互
い
を
尊
重

し
、責
任
を
共
に
分
か
ち
合
う
こ

と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

が
発
揮
で
き
る
社
会
が
実
現
さ
れ

ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に「
男

女
共
同
参
画
」に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
「
第
４
次
登
米
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
・
行
動
計
画
」は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

下田中53番地8 0220-23-8688
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　　　

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
け
地

な
ど
の
遊
休
農
地
は
、病
害
虫
や

有
害
鳥
獣
の
発
生
原
因
に
な
る
な

ど
、周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
や
実
態
を
把

握
し
、農
地
の
違
反
転
用
を
防
い

で
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、市
内

全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査（
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
際
は
、農
地
に
立
ち
入
り
、

状
況
写
真
を
撮
影
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
中
旬
〜
９
月
上
旬

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、農
地
利
用
状
況
調
査
員

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
こ
と
や
不
安
な

こ
と
な
ど
、助
産
師
が
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。

７
月
19
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

同
じ
気
持
ち
を
持
つ
お
母
さ
ん

同
士
、み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

離
乳
食
の
は
な
し
＆
マ
マ

ス
ト
レ
ッ
チ

７
月
12
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

栄
養
士
・
助
産
師

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い南

方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉

７
月
13
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

つ
や
ま
杉
の
子
こ
ど
も
園

栄
養
士
・
助
産
師

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
いつ

や

ま
杉
の
子
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
５（
６
８
）２
０
２
９

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

す
と
と
も
に
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康

に
産
み
育
て
る
た
め
、正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、妊
婦
さ
ん
対
象
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

妊
娠
の
経
過
、過
ご
し
方
、

出
産
の
経
過
、妊
娠
中
の
か
ら
だ

と
心
の
変
化
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、

産
後
の
応
援
シ
ー
ト
作
成

７
月
６
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

中
田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（
中
田
児
童
館
内
）

保
健
師
・
助
産
師

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
モ
ラ
ハ
ラ
、離
婚
、

虐
待
、パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ
、家

庭
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人
間
関
係

で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面
接
相
談

を
開
催
し
ま
す
。一
人
で
悩
ま
な

い
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

毎
月
第
３
水
曜
日
・
午
前

マイナンバーカードを持っていない人を
対象に、マイナンバーカード申請サポート
を実施します。サポートを希望する場合は、
電話で予約してください。

７月20日（水）（以降毎月第３水曜日）
　　　午前９時30分～午後４時

市役所南方庁舎２階図書室
個人番号カード交付申請書

兼電子証明書発行／更新申請書
※紛失した場合は予約時に相談ください

市民生活部市民生活課　
（戸籍係）☎0220（58）2118
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☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和4年５月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,647 9,569 10,052 19,621 （▲8）

登米 1,746 2,170 2,324 4,494 （▲6）

東和 2,243 2,815 2,887 5,702 （▲15）

中田 5,284 7,509 7,771 15,280 （6）

豊里 2,126 3,064 3,133 6,197 （▲12）

米山 2,827 4,208 4,302 8,510 （▲33）

石越 1,534 2,236 2,236 4,472 （▲8）

南方 2,726 4,003 4,185 8,188 （5）

津山 1,121 1,423 1,564 2,987 （▲13）

合計 27,254 36,997 38,454 75,451 （▲84）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

横断歩道は歩行者が絶対に守られるべき「聖域」です。横
断中の人がいるのに停止しなかったり、横断を妨害した
りした場合は、運転者は取締りの対象となります。

（令和4年５月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ４ Ｒ３ 増減数

人身事故
発生件数 40件 35件 5件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 45人 40人 5人

物損事故
発生件数 507件 614件 ▲107件

※Ｒ4年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

令和4年
累計

前年同月

10
時
30
分
〜
午
後
４
時

登
米
保
健
所

N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ
仙

台
女
性
相
談
員

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
は
、市

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、市
民
活
動
団
体
な
ど
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
や

無
料
専
門
相
談
会
の
開
催
、市
民

活
動
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
や
取

材
も
行
い
ま
す
。誰
か
の
た
め
に

何
か
を
や
っ
て
み
た
い
、そ
の
輪

を
も
っ
と
広
げ
た
い
と
い
う
人

は
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

（
迫
町
佐
沼
字
大
網
３
９
０
―
15
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
、12
月
29

日
〜
１
月
３
日
）ま

ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

７
月
22
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し
ょ
う
い
ち一（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
み
、安
心

し
て
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、職
業
生
活
上
の
問
題
や

悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

７
月
26
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
〜
➋
午
前
11
時
〜
➌
午
後

１
時
30
分
〜
➍
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
関
す
る
悩
み

な
ど
を
解
消
し
、日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。専
門
の

看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
30
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

大
崎
市
図
書
館
２
階
研
修

室（
大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
４
―

２
―
２
）

☎
０
２
２
９（
２
２
）０
０
０
２

県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）

お
よ
び
家
族
・
関
係
者
な
ど

術
後
の
ケ
ア
、装
具
、社
会

生
活
、福
祉
制
度
、災
害
対
策
な
ど

に
関
す
る
相
談
会

大
崎
市
民
病
院
皮
膚
排
泄

ケ
ア
認
定
看
護
師

※
予
約
は
不
要
で
す

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８
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７
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編

集

後

記

▼
久
し
ぶ
り
に
石
ノ
森
章
太
郎

ふ
る
さ
と
記
念
館
へ
。開
催
中

の
企
画
展「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

展
」の
楽
し
さ
に
仕
事
だ
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
そ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。取
材
後
、思
わ

ず
購
入
し
た
鬼
太
郎
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
ど
こ
で
着
よ
う
か
思
案
に
暮

れ
て
い
ま
す
。鬼
太
郎
展
は
８

月
21
日
ま
で
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

来
場
く
だ
さ
い
。（
渡
邊
）

▼
寄
り
添
い
半
世
紀
、夫
婦
の

愛
猫
き
な
こ
ち
ゃ
ん
は
最
後
ま

で
カ
メ
ラ
の
方
を
向
い
て
く
れ

ず
残
念
で
し
た
が
、佳
津
子
さ

ん
に
顔
を
う
ず
め
る
姿
を
見
て

癒
や
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ま
ち

の
若
い
衆
で
は
、年
齢
が
近
い

こ
と
も
あ
り
会
話
が
弾
み
ま
し

た
。明
る
く
元
気
あ
ふ
れ
る
由

利
さ
ん
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い

ま
し
た
。（
白
石
）

▼
日
本
一
を
目
指
す
モ
ス
ペ
リ

オ
東
北
B
S
。「
未
来
を
育
て
た

い
。地
域
貢
献
ま
で
含
め
て
子

ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
存
在
に
な

り
た
い
」。そ
う
話
す
代
表
の
瞳

の
奥
に
、強
い
信
念
を
感
じ
ま

し
た
。こ
の
思
い
や
活
動
が
子

ど
も
た
ち
へ
、そ
し
て
そ
の
次

の
世
代
へ
と
続
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。（
佐
々
木
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　登米市を拠点とするビーチサッカーチームモス
ペリオ東北BSが、2021BeachSoccer地域リー
グチャンピオンシップ（日本ビーチサッカー連盟
主催）に東北代表として出場。優勝は逃したが、全
国の強豪と渡り合い今後に続く足跡を残した。
　東北のビーチサッカーを取り巻く環境は震災で
一変した。代表の田澤さんは「砂浜だけでなくチー
ム数も減っていき、一気に活気を失っていくのを
肌で感じました」と話す。そうした状況の中、ビー
チサッカーを通して地域の未来をつくることを目
指し、2018年にチームが発足。「ボランティアや
子どもたちへの指導など自分たちにできることを
常に考えています」と話すとおり、日頃から清掃活
動などの地域貢献を行うほか、ジュニアユースと

の協力体制を築き選手の育成にも力を入れる。
　チームは20歳代の選手が中心で、全国と比べて
も若い選手が多い。「勝負勘や技術面ではベテラン
選手に及びませんが、ガッツでは負けません」と田
澤さん。「常に全力を出し切るのが自分たちのスタ
イル。練習試合であっても無駄な試合は１試合も
ない」と目の前の試合に必死に挑み、日々技術を磨
く。東北を制するまで成長したチームはまだ伸び
しろを残し、選手たちも手応えを感じている。
　「子どもたちに希望を与え、憧れるような存在に
なりたい。未来そのものである子どもたちの目標
になって、将来バトンを渡したい」。次の世代に自
分たちの思いをつないでいくことを目指し、選手
たちは全国の頂点を見据える。
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